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論　　文　　の　　要　　旨
　この論文は，超コンパクト空問における収束列および超コンパクト空聞の商空問について，かねて
提起されてきた問題に対する解答を示し，また新しく，正規超コンパクト空聞の束論的特徴付けを与
えたものである。
　第1章で，これらの理論と問題の背景を展望した後，第2章で，超コンパクト空問について，まず
次の定理が示される。
　定理1　超コンパクト空問Yの可算部分集合Kに対し，その集積点は常にYの，ある非自明な収
束列の極限点となる。これは，Yが超コンパクト空間Xの閉Gδ部分集合の連続写像による像である
ときにも成立する。
　証明は，一般化された後半部分の形で行われる。まず，コンパクト空間Xの1点pと1つの閉部分
基底Sとを固定し，Xの部分集合Aに対し，PとSとに依存して，ある部分集合J（A）を定め，A
の変化に伴うJ（A）の動向を調べる。その結果を用いて，Yの可算部分集合Kとその集積点yに対
して点列を構成し，それがyに収束することが証明される。
　次にこの定理の応用が述べられている。その1つとして，次が挙げられる。
　「超コンパクトなコンパクト化をもたない可算層型空聞が存在する。」
　さらに，コンパクト数が有限である空間における収東列についての結果が与えられている。
　超コンパクト空間の商空問については，次が示される。
　定理2　Aが空間Xの有隈部分集合で，Xが超コンパクトなら，Aをユ点に縮めて得られる商空聞
X　MOD　Aは超コンパクトである。逆も成立する。AがXの閉Gδ集合で，Xが超コンパクトなら，X
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MODAは超コンパクトである。逆は成立しない。
　第3章では，まず完全分配的半順序集合Lに対するローソン位相λ（L）の導入が行われる。これ
は完全分配束に対する理論の一般化である。これによって与えられる特徴付け定理は次の通り’。
　定理3　空閻Xが正規超コンパクトであるための必要十分条件は，完全分配的半順序集合Lで，（L，
λ（L））がXと同相になるものが存在することであるある。
　この定理を用いると，正規超コンパクト空問について知られているいくつかの緒果は，容易に導か
れる。
審　　査　　の　　要　　旨
　超コンパクト性は，コンパクト性をもとに1969年deGrootによって導入されたが，コンパクト距離
空間が超コンパクトであることっがわかったのは1975年，超コンパクトでコンパクトでない空聞の存
在が指摘されたのは1978年であるように，難しい内容をもった概念である。超コンパクト性をコンパ
クト性から区別する位相的性質を求めて多くの研究があり，その過程で1982年va双Dauwenとvan
M111によって提示された問題に肯定的な解答を与え，また1979年のva貧Mi11とMmsによる結果を，
普通の公理的集合論の枠組みの中で示したのが，この論文の定理王で，すでにこの方面の研究者の称
賛を得ている。その結果の，コンパクト数有限の空間への拡張が部分的にとどまっていることぱ，か
えって面白い。商空間についての結果は，1990年のBe11の間題を完全に解決している。また正規超コ
ンパクト性については，束論的手法をうまく拡張して，特徴付け定理を与え，その有用性を示してい一
る。このように，本論文は，超コンパクト性の理論に大きく貢献するもので，高く評価することがで
きる。
　よって，著者は博士（数学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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